
三⾓柱セルを⽤いた周囲電界中の帯電航空機モデルのFDTDシミュレーション

内容 : 本論⽂では，有限差分時間領域法（FDTD法）を⽤いて雷雲下の周囲電界及び45度の
⾓度で傾いている航空機を模した。そして，航空機モデルの端部電界を解析した。航空機モ
デルは，抵抗値が時間とともにゼロから無限⼤（空気）に増加する抵抗線と直列の電圧源に
よって帯電される。

同志社⼤学⼤学院 理⼯学研究科 岡⽥翔吾
⽬的 : 航空機が雷撃を受けるのは，雷雲下の電界により，機体端部に電荷が集まり，そこか
らリーダ放電が雷雲及び⼤地に向けて進展し始めるからである。逆極性電荷を発⽣させ，機
体の電荷量を制御できれば，機体からのリーダの発⽣や進展を抑制することが原理的には可
能である。数値シミュレーションを実施し，防雷の実現性について検討を⾏う。
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利⽤した計算機 : SQUID
ノード時間 : 16時間
仕様メモリ : 1 GB
並列化 : 24並列

結果 : Fig. 1 (a)(b)に端部電界波形を⽰す。航空機モデルが帯電していない場合，上端部の正
電界が臨海破壊電界より⾼く，絶縁破壊が始まることが確認される。-200 nC帯電させた場合
では，対応する臨界破壊電界よりも⼩さくなることが確認される。このことは，航空機に負
の電荷を供給すれば，周囲電界における航空機のエッジ部や突起部の電界を緩和できること
を⽰している。

Fig. 1. Waveforms of electric field at upper and lower edges of the 45-degree-
tilted conducting bar with -200 nC.

(a) Electric field at an upper edge (b) Electric field at a lower edge


